










国営土地改良事業地区調査 吉野川北岸二期地区

◆はじめに

◆調査概要

本地区の幹線用水路は、池田ダムの上流200ｍに建設した池田取水工より農業用水を取
水しています。
幹線用水路の総延長は約69kmであり、水路の形式としては上流側約57kmがトンネル、暗
渠及び開水路、下流側約12kmがパイプラインとなっており、パイプラインの始点には上流か
らの用水の到達遅れを調整するための宮川内調整池を設置しています。幹線用水路から支
線用水路へ11か所の水位調節ゲート（チェック工）により、安定した分水位を確保し、適正量
を送水しています。

しかし、近年、早期米作付けの増加による代掻きの早期化や農家の兼業化の進展な
どによる水需要の変化により用水不足を生じ、代掻き時期には番水等を余儀なくされ
るなど、営農の支障となるとともに用水管理に多大な労力を要しています。
また、建設から40年を経過している施設も多く、幹線用水路からの漏水など施設の

経年劣化による不具合が生じてきています。
さらに、本地区は南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されるとともに、中央構

造線に沿って幹線用水路が配置されており、地震発生時の二次災害についても懸念さ
れます。
このため、吉野川北岸地区における営農の現状や課題などを調査・把握し、対策を

検討するための国営土地改良事業地区調査を実施しており、今回は環境調査と施設調
査について紹介します。

調 査 名：国営土地改良事業地区調査 吉野川北岸二期地区
調査期間：平成27～31年度＜予定＞
調査主体：農林水産省（国）
検討内容：用水対策、老朽化対策、耐震化対策
関係市町：三好市、東みよし町、美馬市、阿波市、吉野川市、上板町、板野町
受益面積：5.704ha



◆国営土地改良事業地区調査の実施状況

＜環境調査・計画＞

事業実施による環境への影響とその程度を検討し、吉野川北岸用水施設周辺において
生態系（鳥類、両生・爬虫類、魚類・底生動物、昆虫類、植物）及び景観調査を実施すると
ともに、有識者からなる環境検討委員会を開催し、環境配慮計画を策定します。
平成３０年度は引き続き本地区内の生態系調査を実施しています。

調査状況

＜施設調査＞
平成３０年度は、1週間断水させて頂き、東州津サイホンにおいて、施設の劣化状況を確
認することを目的とした機能診断調査を実施しました。一部軽微な劣化はありましたが、
漏水等の至急対応が必要な劣化は確認されませんでした。

サイホン内部調査状況 サイホン内部状況

◆調査への協力のお願い

平成３１年度も、秋冬期に通水停止を伴う調査等を予定しており、農家の皆様に
は、大変ご迷惑をおかけすることとなりますが、極力、通水停止期間を短くするよ
う努力いたしますので、今後ともご協力をお願い致します。

国営土地改良事業地区調査に関する問い合わせ先

中国四国農政局 四国土地改良調査管理事務所 保全整備課長

連絡先 ＴＥＬ０８７７－３５－９９１２

コイヌガラシ
環境省：準絶滅危惧、徳島県：準絶滅危惧
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